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1．はじめに

　筆者は199呂年に本誌に「新しい文化を生む情報システム」という題で投稿した。以来担当

する講義「経営と情報」および担当するSWANゼミにおいても、新しい1丁経舎（情報披術を

活用した経営）のあり方についてずっと研究してきた。今回本学を定年退職するにあたり、

それらをまとめて1文として報告させていただくこととする。

‡MUNI…ZAW＾，丁刮㎞皿［情報システム学科］
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　現代IT（情報技術）の進歩はドッグイヤーといわれているように、そのスピードはすさま

じい。例えば本学が開校した1994年当時では、インタ、ネット環境は新潟ではまだ珍しく、

県内に全学で自由に使用できるだけの設備を有するところはなく二大勢わざわざ見学にみえ

たものである。それが現在では、現代っ子には当たり前となり、ブロードバンド化し、小学

生ですら自由に使用するようになっている。

　現代の大学生は本を読まないといわれている。昔は何か分からないことがあったら、直ち

に辞書をひいて調べたものだが、今はインターネット検索でキーワードを入れて簡単に調べ

られ孔どんどん新しい言葉や略号が出現するので、調べたくても辞書には載っていないも

のがあ乱かくてインターネット検索という確実かつ新しいITによる新生活文化が生まれた

のである．。

　このようなインターネうトの活用は、新ピジネスを出現させ、ビジネスの競争力を高め、

合理化・高収益化に貢献しており大企業を申心に進展中である。これらITが作り出した新生

活文化について考えてみる。

2．情報システムの変化

　ITの発達は社会の情報化に大きく貢献し、現在のさまざまな情報文化を作り上げてきれ

同様に企業経営においても、コンピュータの導入は、業務の効率化とビジネスプロセス・リ

エィジニアリング（BPR）によるさまざまな新事業を作り出してきた。またそれが新生活文

化となって現代社会に定着しているのである。

　図一1は新しいITと新ビジネスの関係を示すもので、新LいITが出現すると経営者ぽそれを

活用した新ビジネスプロセス（BP）による新事業の展開を図るが、この際必要となるのがIT

を経営上のBPにうまく適応するための情報システム（IS）の構築である。この1Sはあたかも

IT側とビジネス側との問に横たわる深い宛の谷を渡るための橋に相当し、この橋が1青報量に

マッチしていないと混乱ダ起き・ひいては雫業に失敗して倒産し谷底に落ちてしま㌔これ．

までの企業経営では、大型の基幹システムを使用していたため、1Tをよく知らない経営者が、

経営のことを知らない惰報技術者に命令して作らさざるを得ず｝この1S構築に3～4年の長時

間を要していた。このため士Sが完成してもすぐ旧式になるという現象が起きている。しかも

現代は大梨機がパーソナルコンピュー・タ（PC）に変わり・’それもドッグイヤーといわれてい
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るように、7倍のスピードで進歩していくようになった。したがらて業務の根幹に影響する基

幹系は別として・個人が自ら操作でき改良できる情報系では、従業員全貝がそれぞれPCを自

由に駆使して業務を行うように変わってきた。ここに基幹系を含めたISの構築に大幅なスピ

ードアップが必要とさ’れるようになったのである。

図一1　1丁経営による新ビジネス

　　　lS

破産

3．これからのlT経営のあり方

　経営学は後からつけた届理屈であるというのが、・筆者の日ごろからの持論である。図一2に

示すように・経営学は大きく分けて経営論、会計論・財務論、組織論の3次元で考えられる。

現代の経営は顧客満足第1であるから、まず市場の情報収集から始まって、市場二一ズに基づ

いて研究開発を行い・新製晶を効率よく生産・物流してお客さんに買っていただくという価

値連鎖牟ら成り立つ・このBPでお客様により多く買っていただくために・トータルに戦略的

にマーケテイングを考えるTo血1M皿k巴ti㎎’M㎜且g巳m㎝t（TMM〕が必要と考えており、そのた

めには全価値連鎖に渉ってITを活用したIT経営が必須であることは前報［1］［2］で述べたとお

りである。

　その成果を評価するの力W軸の会計論である。組織論はZ軸で表され、大勢の従業員’から構
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成される大企業にとって重要とな糺従業員の少ない中小企業では、社長が従業員1人1人の

特徴をよく理解レて適材適所を実行できるので、さほど重要ではないが、大企業では従業員

各人が組織としての企業目標を十分理解してその能力を発揮するたあにモティベーシ目ンを

高め、企業成果の実現のために努力することが必要となる。したがって企業成果はこれら

XYZ軸の3次元で囲まれた立体で表現でき糺1丁化することにより、企業成果はオンライン・で

常に見ることが可能となり、従業員は常にTMMの考え方で業務を遂行することができるよう

になる。

図一2　経営学の3次元表現

会
計

財
務
論

4．．デル社の仮想統合モデル

　参考として、図一3に世界トップレベルといわれるデル社の仮想統合モデルを示す［3］。これ

・は顧客との仮想統合、社内仮想統合、部品サプライヤー、配送業者Pedexとの仮想統合による

ビジネスモ’デルである。

　これにより個人顧客はウェップから直接チ貝イスボードによる音嘩晶選択をして自分で設計

すると、自動見積もりが出そPCを発注し、クレジットカード等で入金すれば、1週聞位でオ

ーダーメードのPCが送られてくる。一方企業等の大口顧客はp±emieエ．comにある自社専用の□
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座から同様にして発注可能であり、また各種技祈相談にものって’もらえる。

　社内の生産は完全に受注生産であり、部晶も入金確定後に発注するので資金繰りの心配が

なく・部晶在庫をほとんど持たずにJ1T生産が可能となる。大口顧客の受注データはD芭に保

管され常に顧客側の使用状況を把握できるので、その後の指導・相談にも応じられるし、設

定・運用・保守のサーピスも行っている。

　このようにTMMによる1T経営を完壁に行っているため資金繰り優位、在庫最小、納期最短、

コスト最小・碑長性最大と世界トップクラスの業績を発揮している。これは創業者社長のマ

イケル’・デルがITのこと牽よく知っていて、常によりよいビジネスプロセスを追及し、最新

の工丁を直ちに活用したアジルな［a壇ile（鋭敏な）コ経営を行ってきたからである。

　かくして個人客はインターネットにより自茸の好みのPCを安く買うことができる方法が定

着した。また大□顧客に対しては、PCの設置サーピスを行づており、たとえばボーイング社

の．ように全社情報システム管理の業務を代行Lたり、200i年の多発テロ事件で被害をこうむ

った企業のために2週間で新システムを構築するなど、より高度のアフターサービスにより世

界中で市場’トップクラスの地位を占め、PCをインターネットで購入するという生活文化が定

着したのである。

図一3　デル社のダイレクトシステム

0n　L；n目

Confi冨Ur目t昌r

　　　　仮想統合モデル

（二二：）客との仮想統合

嚢嚢内仮鱗合．
鰯部品サプライヤーとの仮想続合

鰯配送業者F6dEXとの仮想続合

■161一



5．lTによる新生活文化

　このように見てくると、成功したニュービジネ．スの成功パターンとして、新ビジネスプロ

セスの確立、その情報システム化、新生活文化としての定着という構図が見えてくる。

　ごれら新BPの成功パタfン例を整理すると表一1のようにな乱いずれもみなこれらのBPが

新しいビジネスプロセス様式として成功し、現代のわれわれの生活文化として定着している

ことがわか乱これには2種類あり、1つはセプンイレブンのように生活者のウオンツを商品

化して、店頭に並べて販売す．るというように全く新しいBPに基づくもの、’2つ目は楽天等の

ように他社が始めたBPやISを他の商晶に適用して実施するものである。大部分は後者である

ず、それらが新生活文化として定着するまでに成長するものぽ歩なくない。これらが基本と

なって現代人の生活は変化してきており、例えば夜中にちょっとした買い物は近くのCVS

（コンビニエンスストア）で済ます若者が多く、また遠くヘゴルフやスキーに行く時は宅金便

を禾1」用し、重い荷物を担いでいく人は少ない。筆者のような近所の書店で専門書を買えない

地方の住人は、且m刮zon，com等のネット書店を利用し、宅急便で短期日で手に入る便利さの恩

恵にあずかっていることはいうまでもない。こあように新しい1Tがらくり上げた新文化がわ

れわれの生活の中に定着し、その現代の生活様式を変えてきているのである。・

　企業では最初に花王㈱がクレーム情報をDB化した新エコーシステムをその総合情報システ

ムの中に位置づけ、それらクレーム惰報を新製品開発に生かして成功させた［1コ。この成功例

が発端となってか、以降多くの企業が取り入れ成功する新製品づくりの文化が定着している。

表一1新ビジネスプロセスの成功パターン例

楽天

企業名 新ビジネスプーセス

仮想市場

セブシイレブン　　売れ筋商品め品揃え

ヤマト 小口輸送

ファースト1」テイリングSCMによるSP化

デリレ・

銀行・郵便局

松井証券

アマソン

花王

BtoC、目to目

情報システム 新生活文化

BtoCの統一化・広告仮想市場からの購買

POS CVS

配送品の情報化　宅．急便

在庫管理システム　ユ≡クロ店でファッションの安売り

ダイレクトシステム　PCネット販売

顧客が自分で勝手に入出金ATM

探のB－oC

本のBtoC

ATMによる入出金

株のネット亮買　　株のネットトレード

本のネット販売　　本のネット購買

　　　　　　　　　　　　クレーム情報めD目化と
クレームからの新製品開発　　　　　　　　　成功する新製品づくり
　　　　　　　　　　　　その共有化
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6．これから．の新生活文化

　新しい生活文化を予測することにより、成功する新製晶開発につなげることが可能である。’

筆者は以前新製晶開発のメ』ヒクマールとして文化度を提案した［1］。これはコストのかかる

開発研究着手前に・あらかじめこの新製晶が出たときの文化的インパクトを予想するという

市場第一の姿勢が重要であるというものである。この考え方を適用すると、今新文化を生む

可能性のある新ITは、XMLとIPv6であろう。これらをうまく活用した新しいIT経営を考えだ

すことが・新ビジネスを成功させ新生活文化を生み出す早道だろうと考える。

　現代め経営はアジルな経営が必要といわれているように、経営変革の速度がスピードアッ

プしてい乱これは経営変革が主として1Tによってもたらされるからで、競合他社に先駆け

最新の1Tを活用していかに平く経営を変革していくふが・企業競争に勝ち残るた・めの要因と

なっているからである。このようなITを活用してBPを最適にマネージしていく手法が、図．4

に示すようなBPM（B皿冒i皿・呂冒Pm㏄宮畠M且m豊ement）である［4コ。この考え方は今から30隼ほど

前に流行った・CIM（Co叩uter　In｛e帥ted　Mmf且c血h㎎）に代表されるように化学プラントの

最適化を目指すプロセスダイナミックス［5］の、経営プロセスヘの応用であり、台Cの能力が

格段に向上したと’いうITの進歩のおかげで可能となったものである。経営者が最新のITをよ

く琴解していて・それを直ちに経営手法として活用する姿勢ず重要となる・日本の経営者に

は技術に弱い人が多く・’最新の1Tの理解が不足しているので、同業他社が新BPとして具体化

してはじめて気が付く事が多く、それからSEに命令して作らせるので、どうしても遅くなり

業績に差がつ㍍これはデル社の成長過程を見ればよく分かるように、経営者が新ITを取り

入れた新ビジネスモデルを・考え・それを実施していくBPMを行うことが重要である。

図一4目PMの考え方

アジルな経営

　目PM

スピード
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7．新潟県のlT経営

　新潟県はその企業の大部分が中小企業であるため、自社内に専任のSEを抱えている企業が

少なく、全国的に見てビジネスヘのインターネット利用率が低く、’1丁化に遅れを取ってい乱

牽者のSWAN研究室では、2002年以来地域に貢献するウエップサービス構築のテーマで研究

してきており［6］［7］［宮コ［9］［lO］［l1］［12］［13コ［14］［1呂］、それらをまとめて研究報告［15］［16コ

として学会発表した。それらによると、図一5のように企業の工丁化のレベルと企業経営状態に

は明らかに相関があり、ITに活用できないとディジタルデイバイドになり、IT活用のレベル

を上げれば経営状況はよくなっていると言う調査結果がえられている［6］［IO］口6］［I7］［18L．

したがって新潟でもっと1丁化のレベルアッ’プを行い、白らBtoBを積極的に行うIT経営を推進

することが、外部からの受注増となり、新潟県企業の経営向上につながると考えられ乱特

にXMLの活用は比較的コストが安く、目的に応じて1Sを作り変える手聞も少ない上、他社シ

ステムとも運結が容易であるので・今後中小企業に向いたIT化として推薦できよう。．しかし

最近の当研究室の調査によると、新潟県企業におけるXMLの活用慶はわずかlO％以下で、こ

の点でも1Tの遅れが目立？［19］。このためわがSWANゼミでは、図一6に示すように、

op㎝．mi呂．jp上に新潟金属加工市というホームページを発信しており［7］［8］［9］［11］［14］［16］

［18］、この中で希望する各新潟金属加工業のた・めにXML化したHPを作ってあげ［9］［11］［12コ、

BtoBのための巴一マーケットプレースを形成して［7］［14］［16］、外部からの注文を受注するシス

テムを作成しれこれにより新たな外部からの注文が決まり、少Lでも新潟の地域に貢献で

きれば幸いである。

図一5　新潟企業のlT化レベルと経営状況’（N＝117〕

　5　　　　1丁
目2目／

目2口

一「64一



新潟国際情報犬学情報文化学部紀要

図一9地域貢献ネットワークHP（h廿p＝〃ope＾一nuis－p）

鱒鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯
　　　　　　　　　ようこそ1OPEN　NUISへ1

新潟国際情報大学は現代を先取り．する1Tを学んでいる新潟の大学です。

当ホームページでは・．地域貢献のため新潟県の金属加工を営む申小企業を

　　　　紹介し、受注・発注を拡大する場を提供しています。

　　　　　　　　当ぺ一ジのコンテンツを紹介します。

このサイトに南する聞い合わせ

8．新潟国際情報大学の1T教育

　わが新潟国際惰報大学は広くITを教え、それを使った「ISを作る人」およぴ「ISを使う人」

一165■



を育て、社会に貢献することを目的としている。したがってそのISはIT経営をTMM的に実行

できるものでなくてはならない。このTMMといいう概念は、前述したようにこれまでわが国

で言われているTQc、あるいは米国でいうTQMの考え方を、QCはもう当たり前品質であると

した上で、市場二一ズに基づいてお客様の必要とする新製品を安く早く提供できるようJIT

（Ju副hTim巴〕的≡こ提供していこうという考え方である。

　このためのISは最新のITを先取りし、1Tの進歩を読み込んだシステムでなければならない。

それにはlTのことをよく理解して作り上げたものでなければならない。これまでの1S構築に

は3年ないし4年と大変時間がかかった。これからはそれは許されない。スピiドが要求され

乱そのためには図一5の様に1Tのことをよく理解している経営者候補となる人材を供給し、

常に最新．の1TをとりこんだBPを使って、アジルな経営をする必要がある。

　IT化に役立つ優秀な学生を育てて地域社会に貢献することが、県内唯一の情報化教育大学

としての新潟国際情報大学の役割である。新潟で最新のIT経営余根づき、新しい生活文化が

発進することを願う。
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